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開会年月日時刻 令和６年８月２７日（火） 午後３時００分 

閉会年月日時刻 令和６年８月２７日（火） 午後４時１３分 

会議の場所 向井千秋記念子ども科学館 会議室 

会議次第 

 

１． 開会 

２． 会議録署名委員の指名 

３． 前回会議録の承認 

４． 教育長事務報告 

５． 議事 

議案第５１号 

 

議案第５２号 

 

議案第５３号 

 

議案第５４号  

地方教育行政の組織及び運営に関する法律第２６条に基づく

「点検及び評価」について 

館林市奨学資金貸与に関する条例の一部を改正する条例の制

定について                  （非公開） 

館林市立小学校及び中学校管理規則の一部を改正する規則の

制定について                 （非公開） 

令和６年度教育費補正予算について       （非公開）   

６． その他 

７． 閉会 
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出席委員 

 

第１番 木 戸 浩 之 

第２番 栗 原   昇 

第３番 金 子 千 秋 

第４番 川 島 健 治 

第５番 堀 口 哲 哉  
 

 

欠席委員 

 

第１番  

第２番  

第３番  

第４番  

第５番  
 

 

提案説明のため

出席した者 

  

教育長 川 島 健 治 

教育次長 戸 叶 俊 文 

教育総務課長兼学校給食センター所長 木 村 和 好 

生涯学習課長 廣 澤 篤 行 

参事兼学校教育課長 平 井 智 久 

文化振興課長 中 村   豊 

スポーツ振興課長 髙 橋 一 哲 

向井千秋記念子ども科学館長 石 崎   治 

図書館長 森 田 秀 利 

総括係長 荒 川 博 一 

書記 横 山 瑠璃子 
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教育長 

 

 

 

 

 

 

 

教育長 

 

 

 

 

 

教育長 

 

木戸委員 

教育長 

木戸委員 

 

 

教育総務課長 

教育長 

教育総務課長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

それでは、定刻となりましたので、館林市教育委員会定例会を開会いたし

ます。                     （午後３時００分） 

本日の日程は別紙のとおりです。 

次に、日程第２ 会議録署名委員を指名します。 

今回の署名委員は３番 金子委員、５番 堀口委員を指名いたします。 

次に、日程第３ 前回会議録の承認については、後日読んでいただき  

承認するものとしてよろしいでしょうか。 

（委員から「異議なし」の声あり） 

異議ないものと認め、そのようにいたします。 

次に、日程第４ 教育長事務報告ですが、今回はございません。 

続いて、教育委員会各課の処理事務報告ですが、議案書に記載されている

事柄について補足説明等必要なものがありましたら、説明をお願いしま

す。何かございますか。 

（事務局から「なし」の声あり） 

それでは今回の事務報告につきまして、質疑がありましたらお願いしたい

と思います。 

はい、教育長。 

はい、木戸委員。 

２ページの後援等に関することについて、ぐんままるごと健康チャレンジ

２０２４の内容と、会場に参加者任意の場所とありますが、どのような場

所なのかを教えていただきたいと思います。 

はい、教育長。 

はい、教育総務課長。 

こちらにつきましては、健康寿命を延ばすため、運動や食事などの健康づ

くりの習慣を普段の生活の中で実践するというのが大きな目的になって

おります。子どもと大人のバージョンがそれぞれあるのですが、今回は子

ども向けのキッズチャレンジという事業になります。例えば、子ども向け

の目標が１から９までありまして、「朝ご飯をきちんと食べる」や「歯磨

きをする」「元気に挨拶をする」といった一つ一つの目標があります。そ

の目標を定めて３０日間続けて、続けた後親に感想を書いてもらい、それ

を学校経由で提出するとちょっとした参加賞がもらえるというものです。

参加者任意の場所というのは、例えば子どもでしたら自宅になってくると

思うのですが、大人の場合ですと職場などそういった場所にもなるそうで

す。教育委員会ですので、今回は子どもの関係のみご説明いたしましたが、
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木戸委員 

教育長 

栗原委員 

教育長 

栗原委員 

 

 

生涯学習課長 

教育長 

生涯学習課長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

栗原委員 

教育長 

金子委員 

教育長 

金子委員 

 

 

健康に対する関心を高めるというところがこの事業の根幹のようでござ

います。以上です。 

わかりました。ありがとうございました。 

そのほか、いかがでしょうか。 

はい、教育長。 

はい、栗原委員。 

３ページの生涯学習課の報告について、７月のすくすくサポート隊はどの

ような内容を行ったかということと、分福公民館だけ３日間の開催という

ことですが、理由等があれば教えていただければと思います。 

はい、教育長。 

はい、生涯学習課長。 

お答えいたします。７月６日（土）につきましては、サポート隊メンバー

が２名、親子が３組来ました。内容としましては、遊具で遊んだというと

ころで、ゴロゴロ木琴、音の出る絵本、ゴムボール、積み木、エレクトー

ン等で遊びました。続きまして、７月１６日（火）はサポート隊１名、家

庭教育指導員が１名、親子１組が来ました。新幹線のおもちゃ、動物のミ

ニチュア等で遊んだそうです。７月２０日（土）につきましては、サポー

ト隊１名、家庭教育指導員１名、参加者は親子３組でした。遊んだ遊具は、

ゴロゴロ木琴、音の出る絵本、ゴムボール、積み木、エレクトーン等だと

いうことです。こちらのすくすくサポート隊ですが、主な目的は乳幼児と

その保護者がサポート隊メンバーと一緒に遊んだり、子育てにおける心配

事や疑問点について気軽に相談できるような体制づくりを行うものでご

ざいます。また、分福公民館が３回行った理由ですが、以前保健センター

による公民館での健康相談があった際、健診が平日に行われておりました

ので、需要があればということで分福公民館では毎月第３土曜日のほかに

奇数月の第３火曜日に実施しております。郷谷公民館におきましては毎月

第２・第４土曜日に実施しておりますが、奇数月の第３水曜日も実施して

いる状況でございます。以上です。 

分福公民館はほかと事情が違って３回ということですね。わかりました。 

そのほか、いかがでしょうか。 

はい、教育長。 

はい、金子委員。 

７ページ、城沼公民館の７月２２日から７月３１日に行われた夏休みわく

わく教室クールスタディが①から⑧まで行われていますけれども、どのよ

うなことを行ったのか教えていただきたいと思います。 
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生涯学習課長 

教育長 

生涯学習課長 

 

 

 

 

 

 

 

 

金子委員 

 

生涯学習課長 

 

金子委員 

生涯学習課長 

 

金子委員 

教育長 

堀口委員 

教育長 

堀口委員 

 

 

学校教育課長 

教育長 

学校教育課長 

 

 

 

 

 

 

 

はい、教育長。 

はい、生涯学習課長。 

お答えいたします。城沼公民館におきましては、クールシェアたてばやし

２０２４の一環といたしまして、小学生対象に７月２２日（月）から８月

２３日（金）まで全２３回実施いたしました。実施にあたりまして、社会

人や専門学校生、高校生等のボランティア講師を募り、最終的に４名の方

が講師を担いました。開催時間は午前９時から正午まで、各２名の方が学

習支援を行いました。なお、小学生の公民館利用につきましては午後５時

までとしております。クールシェアたてばやし２０２４につきましては、

郷谷、大島、赤羽、六郷、渡瀬、分福、城沼公民館の７館が現在登録して

いるような状況でございます。以上でございます。 

こちらには８回まで書いてありますが、全部で２３回行われるということ

ですね。 

おっしゃるとおり、７月から８月まで行われておりました。ただ、お盆期

間中は休止しておりました。 

基本的には夏休みの宿題や自主学習ということでよろしいでしょうか。 

夏休みの自主学習プラス宿題等に対してのサポート、そういった内容で行

われております。 

わかりました。ありがとうございました。 

そのほか、いかがでしょうか。 

はい、教育長。 

はい、堀口委員。 

１２ページの一番下段にあります、館林市共同学校事務室連絡協議会設置

要領及び館林市共同学校事務室運営要綱についての確認とは、どういった

ものなのか教えていただければと思います。 

はい、教育長。 

はい、学校教育課長。 

まず、館林市共同学校事務室運営要綱ですが、平成２９年に学校教育法等

の一部改正により、事務職員はその専門性を生かして学校の事務を一定の

責任をもって処理すること、そのようなことが示されました。それに伴い、

共同学校事務室というのが制度化されました。各学校には事務職員が１名

しかいないのですが、滞りなく適正に事務処理が行われるように４名前後

の事務職員が１つのグループになり、共同で事務処理や確認を行うシステ

ムを作ること、それを示すのがこちらの要綱になります。要綱には室長や

連携校の取組、共同で行う事務内容等について示されています。また、館
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堀口委員 

教育長 

木戸委員 

教育長 

木戸委員 

 

 

 

生涯学習課長 

教育長 

生涯学習課長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

木戸委員 

 

 

林市共同学校事務室連絡協議会設置要領ですが、先ほど申し上げました共

同学校事務室が円滑に実施されるために各グループの室長や関係する校

長先生や教頭先生といった管理職、そして市教委が年２回協議するための

要領になっております。協議会では、各グループの取組や課題について協

議して行っているところでございます。以上です。 

ありがとうございました。わかりました。 

そのほか、いかがでしょうか。 

はい、教育長。 

はい、木戸委員。 

６ページ、六郷公民館と多々良公民館でｅスポーツの体験という事業があ

りますが、多くの方が参加されていると思います。どのような内容で、ど

のような世代の方が参加されているのか、また、その反応などがわかれば

教えていただければと思います。 

はい、教育長。 

はい、生涯学習課長。 

お答えいたします。まず、六郷公民館の参加団体ですが、少年少女教室の

なんでも体験隊が１７名、高齢者教室の六郷いきいき学習塾が１８名の合

計３５名が参加し、「太鼓の達人」を行いました。最初は少年少女教室と

高齢者教室で別れてｅスポーツをプレーしたのですが、慣れてきたところ

で小学生と高齢者とで対戦を行いました。参加した高齢者からは「ｅスポ

ーツと聞いて不安だったが、やってみると楽しむことができた」「脳トレ

に良い」「何よりも子どもたちと一緒に取り組めたことが大変良かった」

などの声があったそうです。続きまして、多々良公民館です。参加団体は

少年少女教室のアクトクラブ１５名、家庭教育学級生のニコニコママが１

１名、女性セミナーが８名、高齢者教室の松風セミナーが３名の、合計３

７名が参加しました。種目は「太鼓の達人」と「ぷよぷよ」を実施しまし

た。こちらでは当初から参加者をシャッフルし、６グループに別れてグル

ープ内で対戦しました。参加者からは「太鼓の達人は高齢者でも馴染みや

すかった」というご意見の一方で、「ぷよぷよはよくわからないうちに終

わってしまった」というご意見もいただきました。また「操作がわからな

いときは小学生が教えてくれたので、楽しみながら交流することができ

た」などの声が聞かれたと伺っております。以上でございます。 

あまり関係ないかもしれないのですが、パリオリンピック前に行われたＩ

ＯＣ総会で、ｅスポーツ大会がＩＯＣ主催のもと来年サウジアラビアで開

催されるという話を聞きました。また別の話で、若者のゲーム依存などそ
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教育長 

栗原委員 

教育長 

栗原委員 

 

 

 

生涯学習課長 

  教育長 

生涯学習課長 

 

 

 

 

 

栗原委員 

 

生涯学習課長 

栗原委員 

生涯学習課長 

栗原委員 

教育長 

金子委員 

教育長 

金子委員 

 

 

学校教育課長 

教育長 

学校教育課長 

 

 

金子委員 

の辺りが気になる部分ではありますが、今のお話を聞くと若者と高齢者の

世代間交流ができるということで非常に良い試みだと思いました。 

そのほか、いかがでしょうか。 

はい、教育長。 

はい、栗原委員。 

１０ページの補導について、夏の青少年健全育成運動小学校区特別補導、

そして学校周辺の安全点検を行ったわけですが、危険箇所があったなど、

そういった課題はありましたか。また、その対策など必要なことがあれば

教えていただければと思います。 

はい、教育長。 

はい、生涯学習課長。 

お答えいたします。小学校区特別補導と学校周辺の安全点検を行った結

果、危険箇所等の報告は特にございませんでしたが、７月１６日（火）午

後３時から４時の間、第二小学校周辺において安全点検を行っていたとこ

ろ、男子高校生が自転車で信号無視をしたということがありました。そち

らの生徒につきましては、現場で注意をさせていただいた状況でございま

す。以上でございます。 

通学路等の元々危険な箇所を調べるというよりは、道行く人たちに声をか

けるといったことをされているのですか。 

学校周辺の安全点検も含めてパトロールをしている状況でございます。 

そこでは、特に危険な場所がなかったということですね。 

ございませんでした。 

わかりました。ありがとうございます。 

そのほか、いかがでしょうか。 

はい、教育長。 

はい、金子委員。 

１３ページの夏季教職員研修会ですが、７月２４日の１日で講演会が２回

行われております。これは小学校と中学校で職員の方を分けたのか、それ

とも自分で選択してどちらかに参加したということでしょうか。 

はい、教育長。 

はい、学校教育課長。 

こちらの研修は参加資格が小中学校の教職員で、全員に参加してもらいま

した。時間につきましては、１つ目の講演会を８０分間行い、休憩を入れ

て２つ目の講演会をまた８０分間、その後質疑応答という流れでした。 

８０分間は長いですね。お疲れさまでした。休憩が入ったにしても続けて
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学校教育課長 

 

 

 

金子委員 

 

 

教育長 

堀口委員 

教育長 

堀口委員 

 

学校教育課長 

教育長 

学校教育課長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

行われていたのですね。 

一つ一つは８０分間でしたが、内容はとてもわかりやすく講師も変わりま

したので、その辺りは問題なく関心を持って受けられたかなと思っており

ます。ちなみに、毎年この時期に午後の時間を使って３時間半ほどの研修

を行っております。以上です。 

子どもたちがいる時間帯ですとどうしても研修会などを行うのは難しい

でしょうから、この夏休みを使うしかないですね。ありがとうございまし

た。 

そのほか、いかがでしょうか。 

はい、教育長。 

はい、堀口委員。 

同じページに発達障がい研修会とありますが、こちらの内容を教えていた

だければと思います。 

はい、教育長。 

はい、学校教育課長。 

こちらは、１名の講師が２つの題材で研修をしてくださいました。１つ目

はＡＣＥ研究、Ａｄｖｅｒｓｅ Ｃｈｉｌｄｈｏｏｄ Ｅｘｐｅｒｉｅｎ

ｃｅ、こちらは「逆境的子ども時代の体験」と訳されるのですが、要は子

ども時代にトラウマとなるような大きな体験をした子どもは、成人期に思

った以上に深刻な影響があるということで１０の質問をするそうです。例

えば、人種差別やいじめ、虐待の目撃、事故や貧困など、そういったもの

を子ども時代に体験すると成人期に影響が出るということです。こちらを

調査していくと、日本では家庭よりも学校でその傷つき体験をしているこ

とが多いということでした。いじめや体罰という点について、学校現場に

おいては今後いじめやトラブル、またその体罰の予防について教師との検

討や事業改善、学習支援等を充実させて、良い学校風土づくりをお願いし

ますというお話でした。２つ目は、発達障がい等問題の予防という観点の

お話でした。児童生徒を１００％とすると、問題を抱える児童生徒は２％

から３％、リスクがある児童生徒が１２％から１３％、特に問題がない児

童生徒が８５％ということで、どうしても問題が起きると問題を起こした

子どもに目がいってしまいますが、基本的には８５％の特に問題のない児

童生徒を主人公とするということです。ただ、発達障がいについては脳の

機能障がいであることから、親のしつけや本人の努力不足ではないという

ことでした。それぞれの障がいの特徴と留意点をしっかりと把握して、物

理的な環境や人的環境の設定をお願いしたいということで、わかりやすい
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時間や活動、また人との関わりなど、そのような支援を心がけてください

といったお話でした。以上です。 

どの小中学校でも発達障がいの児童生徒が増えている中で、その対応とい

うのは難しいと思いますが、こういった研修を踏まえて対応してくだされ

ばありがたいと感じました。ありがとうございます。 

そのほか、いかがでしょうか。 

はい、教育長。 

はい、栗原委員。 

関連して、研修会の参加人数を教えていただきたいのと、２学期に生かせ

そうな内容はあったか教えていただければと思います。また、ＡＣＥの次

に小さく丸のようなものが書いてありますが、これは何でしょうか。 

はい、教育長。 

はい、学校教育課長。 

小さな丸はＲと書いてありまして、こちらは登録商標のマークになりま

す。人数ですが、小中学校各校から５名前後、幼稚園・保育園・こども園

の各園から１名、あとは講師の付き添いで一般の方１名が入り、全部で１

１４名が参加しました。もっと希望はあったのですが、人数で金額が大き

く変わってしまうため、そのような制限をさせていただき実施しました。

やはりこのお話を聞いて、２学期に向けて先生方は一人一人が１学期の自

分の支援や関わり方、そういったところを十分に振り返ることができたか

なと思っております。そして、子どもたちの支援、今後の関わり方につい

て研修で学んだことを生かしていただけることを期待しております。 

わかりました。ありがとうございました。 

そのほか、いかがでしょうか。 

はい、教育長。 

はい、木戸委員。 

１７ページの９月行事について、９月１０日と１２日、各芸術鑑賞教室の

内容を教えてください。 

はい、教育長。 

はい、文化振興課長。 

まず、９月１０日（火）の４年生・６年生につきましては、劇団民話芸術

座という劇団があるのですが、そちらの宮沢賢治原作「銀河鉄道の夜」の

演劇を鑑賞していただく予定になっております。昨年は「眠れる森の美女」

を上演していただきました。子どもたちはこういう演劇に触れる機会とい

うのが滅多にありませんのでこの機会にぜひと思いまして、観劇をプログ
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教育長 

スポーツ振興課長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ラムに入れさせていただいた次第です。９月１２日（木）の３年生・５年

生につきましては、群馬交響楽団による移動音楽教室です。「夏の思い出」

という曲の演奏を通して楽器紹介を行うほか、小学生なら誰でも知ってい

る「Ｂｅｌｉｅｖｅ」を子どもたち皆で一緒に歌ってもらい、音楽に合わ

せて体を動かすようなメニューを予定しています。３年生・５年生が群響、

４年生・６年生は観劇、中学校に上がり改めて群響という、その３つのラ

インナップを定番にしようと思い、昨年からそのような形で進めさせてい

ただいております。以上です。 

そうすると、４年生と６年生、３年生と５年生という形で分かれているの

は年で連続しないようにということですね。 

おっしゃるとおりです。 

理解しました。ありがとうございました。 

そのほか、いかがでしょうか。 

はい、教育長。 

はい、堀口委員。 

２７ページの城沼市民プールについてです。先日、水泳記録会に出席させ

ていただきましたが、プールサイドの床がめくれ上がっていて少し歩きに

くいような印象がありました。地域のお祭り等で子どもの同級生の保護者

の方々と会いますと、「暑い時期なのでプールに行きたいけれど、スライ

ダーや遊具が使えないので行っても水遊びするだけで飽きてしまい、短時

間で帰ってきてしまう。どうにか遊具等が元の形で利用できるようにはな

らないか」というお話があったので、その点について質問させていただき

ます。 

はい、教育長。 

はい、スポーツ振興課長。 

ご質問にお答えいたします。現状では城沼市民プールの具体的な改修予定

等はございません。本市のスポーツ競技施設におきましては、昭和５８年

のあかぎ国体の前後に建設された施設が多く、城沼市民プールを含めて約

４０年経過している状況です。その中で、委員の皆様もご存知のとおり５

年後に開催を控えております、湯けむり国スポ・全スポぐんま、正式には

第８３回国民スポーツ大会、第２８回全国障がい者スポーツ大会に向けた

施設整備を限られた財源の中で優先的に進めている状況であります。現在

はレスリング競技会場となるダノン城沼アリーナの空調設備等の改修工

事が完了し、次にエレベーターの設置、そして照明設備のＬＥＤ化工事を

予定しております。さらに、軟式野球競技の予選会場にもなっていること
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栗原委員 
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金子委員 

教育長 

金子委員 

 

 

 

文化振興課長 

教育長 

から、城沼野球場の整備なども今後予定されているところでございます。

城沼市民プールにつきましては、スライダーの改修以前にプール稼働の根

幹となるろ過機や配管の更新などの課題が多いことから、今後設備の老朽

化の状況を踏まえながら検討していきたいと考えております。以上です。 

ありがとうございます。厳しい状況だとは思いますが、学校のプールも早

く終わってしまっている中、プールで遊ぶ時間がほしいという声もあるよ

うなので質問させていただきました。 

そのほか、いかがでしょうか。 

はい、教育長。 

はい、栗原委員。 

関連して、入場者数が７月は前年度比７６．６％ということで、人数にす

ると２，０００人ほど減になってしまっていますが、減少した理由をお聞

かせいただければと思います。 

はい、教育長。 

はい、スポーツ振興課長。 

ご質問にお答えいたします。入場者減の理由というところで、昨年度と比

較いたしますと開場日が４日間少なくなっております。それ以外では、例

えば雨天の日数などその辺りはあまり変化がございませんので、要因とい

たしますと自然減に加え、先ほどお話もあったように老朽化に伴うスライ

ダーの使用中止、そういったものも影響しているのかなと想像していま

す。今後につきましては、８月分の入場者を含めまして平日・土日・祭日

の入場者数や幼児、小中学生、一般などの世代別入場者数を検証していき

たいと考えております。以上です。 

理解しました。ありがとうございます。レジャーも多様化していますので、

プールというだけではなく様々な施設へ行っていることもあるかと思い

ます。 

そのほか、いかがでしょうか。 

はい、教育長。 

はい、金子委員。 

１８ページの工事に関することについてです。文化会館大ホール舞台機構

設備改修工事ということで、工期が令和６年８月２日から令和７年２月２

８日と長いですが、大ホールを利用するにあたって支障などはないのでし

ょうか。 

はい、教育長。 

はい、文化振興課長。 
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舞台の上には吊り物という、例えば横断幕を張ったり、国旗を掲げたり、

それから照明器具等を吊り下げているバトンという物干し竿のようなも

のがあるのですが、それを吊り下げるワイヤーやロープなどの工事になり

ます。２００キロほどの様々な吊り物を下げる関係もあり、非常に慎重に

扱わなくてはいけないものでして、そのワイヤーやロープを１０年に１回

程度で交換しています。工事自体はそれほど大きなものではないため２週

間ほどで終わるのですが、ワイヤーやロープはその会場に合わせた特注品

ですので、契約してからオーダーに時間をかけることからかなり長めの工

期としています。大ホールについては、予定として１月の二十歳のつどい

が終わってから５週間ほど休館させていただきますが、工事の進捗によっ

ては早めにオープンさせる予定でおりますので、ご安心いただければと思

います。 

小学生の劇団等で使用すると思うのですが、そういったものに特に支障は

ないということですね。わかりました。ありがとうございます。 

そのほか、いかがでしょうか。 

はい、教育長。 

はい、栗原委員。 

１６ページの彫刻教室の内容や参加者等を教えていただければと思いま

す。また、参加した方の感想等があれば併せてお願いします。 

はい、教育長。 

はい、文化振興課長。 

７月２４日から８月２日にわたって５回シリーズでこちら藤野天光の顕

彰事業ということで彫刻教室を毎年開催しています。小学生から大人の方

まで１５名に参加いただいておりまして、講師は藤野天光の最後のお弟子

さんになります阿部先生、それから阿部先生のお弟子さんであられる大串

先生のお２人に、夏休みの恒例行事として、どちらかというと子どもたち

の夏休みの宿題対策として重宝されていまして、毎年人気のある事業の一

つです。小学生だけでなくて一般の方も今回は７名参加され、熱心に取り

組んでおられました。子どもたちは粘土で立体的な作品を作り、大人の方

は少しグレードが上がり木彫りを手がけました。天光の作品に「うさぎ」

という木彫り作品があるのですが、それを見本にしてそれぞれオリジナル

の作品を手がけていました。毎年非常に好評なため、大人の方はリピータ

ーが非常に多いです。こちらの講座で作った作品を秋の市美術展に出品し

ていただき、お披露目する予定です。本当に大人の方は毎年参加するくら

い楽しみにしている方が多く、顕彰事業としてふさわしい内容だと思って
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おります。 

今後も継続事業ということですね。ありがとうございました。 

そのほか、いかがでしょうか。 

はい、教育長。 

はい、木戸委員。 

１８ページの埋蔵文化財の発掘に関することで、こちらの遺跡から何か発

見されたのかを教えていただければと思います。 

はい、教育長。 

はい、文化振興課長。 

中山東遺跡ですが、場所は堀工町でして茂林寺沼の西側エリアになりま

す。今は多くの住宅が建っておりますけれども、今から２０年ほど前に一

度調査したことがあり、その時は縄文の住居跡や遺物がたくさん発見され

ました。今回はそのエリア内ということもあり、改めて試掘させていただ

きました。そういった期待も込めて試掘をしたのですが、２本ほどトレン

チを掘って調査してみたのですが、住居跡が１か所、古墳時代から平安時

代にかけてのものが確認された程度でして、２０年前の調査に比べますと

遺物等も少なかったため、若干大人しめの調査だったと思います。改めて

こちらは埋め戻して引き渡しをしていきたいと思います。 

わかりました。ありがとうございました。 

そのほか、いかがでしょうか。 

はい、教育長。 

はい、堀口委員。 

２１ページの行事に関することで、７月行事報告の中にスポーツ体験教室

がありますが、サッカーとソフトテニスが雨天中止になっております。外

の競技なので仕方ないと思うのですが、体験教室ですのでこれをきっかけ

にそのスポーツを始めようと思う方もいらっしゃると思います。ぜひ延期

という形で、中止になった種目についてはどこかで改めて行っていただけ

ればありがたいなと思います。 

はい、教育長。 

はい、スポーツ振興課長。 

お答えいたします。今回につきましては雨天中止の場合の順延等は設けて

おりません。スポーツ体験教室を開催するにあたりましては、スポーツ少

年団内の各競技種目団体へ声かけし、教室開催が可能な団体へお願いをす

る中、団体が練習試合や各種大会、自分たちの練習日程等を調整していた

だいた上で体験教室の日程を決めさせていただいております。そのため、
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順延日までの日程調整が難しく、設けていないのが現状です。昨年は天候

に恵まれ、屋外競技の体験教室が全て開催できましたが、今回は６月２日

の軟式野球に加え、お話にありました７月のサッカー、ソフトテニスの屋

外競技３種目が雨天のためやむを得ず中止となりました。このことを踏ま

え、スポーツ少年団におきましては来年度から屋外競技につきましては順

延日を検討していこうということが先日会議で決まりましたので、参考に

ご報告させていただきます。以上です。 

ありがとうございます。そうしていただければありがたいと思います。 

そのほか、いかがでしょうか。 

はい、教育長。 

はい、木戸委員。 

先ほどの話に関連して、市民体育館で最近ソフトテニスを行ったと思うの

ですが、そちらであれば屋内なのでプレーしやすいかなと思いました。 

はい、教育長。 

はい、スポーツ振興課長。 

屋外競技の中でも、おっしゃるようにソフトテニスなどは屋内でも開催の

実績がありますので、雨天等心配な場合はそのような形式で行うことも含

めて開催について検討していければと思います。 

わかりました。 

そのほか、いかがでしょうか。 

（委員から「なし」の声あり） 

ないようですので、事務報告は記載のとおり承認するものとしてよろしい

でしょうか。 

（委員から「異議なし」の声あり） 

異議なしと認め、記載のとおり承認するものといたします。 

次に、日程 第５ 議事に入ります。 

議案第５１号 地方教育行政の組織及び運営に関する法律第２６条に基

づく「点検及び評価」についてを議題といたします。このことについて説

明をお願いします。 

（別紙資料に基づき説明） 

提案理由等： 地方教育行政の組織及び運営に関する法律第２６条

に基づき、本市教育委員会の権限に属する事務の管理

及び執行の状況について点検及び評価を行い、公表し

ようとするものである。 

ただ今の説明について、質疑等がありましたらお願いします。 
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はい、教育長。 

はい、栗原委員。 

どのような形に公表されるのでしょうか。 

はい、教育長。 

はい、教育総務課長。 

ホームページに全編を掲載しております。 

理解しました。ありがとうございます。 

そのほか、いかがでしょうか。 

（委員から「なし」の声あり） 

それではお諮りいたします。本案につきましては原案のとおり決定するも

のとしてよろしいでしょうか。 

（委員から「異議なし」の声あり） 

異議なしと認め、本案は原案のとおり決定いたします。 

次に、議案第５２号から第５４号までにつきましては、館林市教育委員会

会議規則第１７条第１項により非公開としたいと思いますが、非公開とし

てよろしいでしょうか。 

（委員から「異議なし」の声あり） 

異議なしと認め、ただいまから教育委員会を非公開とします。該当者につ

いては、一時退室を願います。 

 

【傍聴人 退室】 

 

（非公開） 

 

【傍聴人 入室】 

 

次に、日程第６ その他で何かございますか。 

はい、教育長。 

はい、文化振興課長。 

お手元にお配りした厚い冊子、こちらの文化財保存活用地域計画について

報告させていただきたいと思います。６月の定例会で配布させていただき

ました文化財保存活用地域計画案につきまして、その後いろいろと報告が

ございましたので、こちらで改めてご報告いたします。７月中にパブリッ

クコメントをかけさせていただきましたが、特段意見等はございませんで

した。同時進行で地域計画協議会のメンバーの皆さんに書面にてご意見を
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教育長 

 

教育長 

募りまして、いくつか指摘事項がございました。その後そちらを修正して、

文化財保護審議会の中で最終的な議論をいただきまして、現在お手元の資

料の状態になってございます。今後はこちらの内容を今月末に文化庁へ最

終案として提出しまして、文化庁の方で関係省庁と調整の上、１２月には

文化庁の認定をいただける方向で協議する予定になってございます。認定

を受けました暁には、この計画を正式に教育委員会定例会にてご報告させ

ていただく予定でございますので、進捗につきましてご理解いただければ

と思います。以上です。 

ありがとうございました。そのほか、いかがでしょうか。 

（委員等から「なし」の声あり） 

ないようですので、以上で本日の全日程を終了します。 

これにて教育委員会を閉会します。        （午後４時１３分） 

 

 

 

 


